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160,296 名、高齢者人口は 26,286 名、高齢化率
は 16.4%である(2006 年 1 月現在)。本論では、
狭山市のボランティア団体Ａ会を対象とした。 









2004 年度、2005 年度）、会報（2005 年度、2006
年度：年 3 回発行）、活動報告書（2005 年度、
2006 年度）、「シニア健康づくりの会(関連組織)」

























会員は、2003 年度 27 名、2004 年度 78 名、
2005 年度 87 名と推移し、2006 年には、76 名が






た年 11 回のフォローアップ研修会、年 8 回の役
員会、年 3 回の広報誌発行などを行っている。 





































図 1 Ａ会の設立過程 
 
2006 年度の登録会員は 76 名であった。このう
ち、「青空サロン」にスタッフとして参画しているの













Ａ 会 に 対 し て 事 業 委 託 費 が 支 払 わ れ て い る














１）「茶のみ塾」の発足（2000 年 10 月） 
「茶のみ塾」は、2000 年に創立された。母体と




































２）SSCC （2000 年 10 月開校） 
SSCC は、2000 年 10 月開校した。第 1 期は
2000 年 10 月から 2001 年 3 月までの 6 ヶ月間で
あった。講座科目はパソコン・ハングル・英語・狭

















① 「考える会」（1999 年 12 月発足） 





「考える会」は、1999 年 12 月設立された。健康











員 140 人の募集に 565 人の応募があった。あまり
の人気に翌年の第 2 期には 2 学科(ガーデニング
学科とレクリエーション学科（以下、「レク学科」）)
の 2 学科が増えて 7 学科(定員 280 人)となり、修
了期間も 1 年と延びた（住吉，2006）。 
② レク学科（2001 年 4 月開講） 





間は 13:00～16:50、募集人数は 20 名、講義概
数は 23 回、狭山市入間に所在しているユースプ
















2001 年度 1 期生 20 名、2002 年度 2 期生 25




健康づくりの会」を立ち上げた(2002 年 4 月)。市














ループの合併を望んでいた。2002 年 9 月頃、合
併する話に意見が合致し、2 つの組織は、Ａ会と
いう名前で 2003 年に合併することになった。 
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